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諾始抽櫓月13目春の火災予防運動
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春
の
火
災
予
防
運
動

　
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
は
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
立
入
禁
止
な
ど
の
立
看
板
を

立
て
る
と
と
も
に
、
連
絡
先
な
ど
も

明
ら
か
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
．
）
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こ
れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥
し
、
季

節
風
が
強
・
＼
火
災
の
発
生
し
や
す

い
時
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
一

へ
ひ
と
り
が
火
気
の
取
扱
い
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
．
）

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を

幼
児
や
老
人
は

　
避
難
し
や
す
い
場
所
に

　　嚇年始

幌 町暴奮譲轟

家
庭
の
防
火
の
徹
底
を

　
各
家
庭
に
は
、
台
所
・
風
呂
・
ス

ト
ー
ブ
な
ど
、
火
気
を
使
う
場
所
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
、
．
こ
れ
ら
の
場

所
か
ら
の
出
火
原
因
の
大
半
は
、
火

を
扱
う
人
の
不
注
意
、
不
始
末
に
よ

る
も
の
で
す
．
、
．

　
特
に
ダ
バ
コ
に
よ
る
火
災
は
、
毎

年
出
火
原
因
の
上
位
を
占
め
、
喫
煙

の
マ
ナ
ー
が
ま
だ
充
分
に
守
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
一
．

　
火
気
を
使
用
す
る
場
合
は
、
器
具

の
使
用
前
の
安
全
点
検
と
、
使
用
後

の
消
火
の
確
認
を
必
ら
ず
行
い
ま
し

よ
う
．
”
．

　
ま
た
最
近
は
、
天
ふ
ら
油
に
よ
る

火
災
も
増
加
し
で
、
ま
す
の
で
、
揚
げ

も
の
を
し
で
、
い
る
時
の
来
客
や
電
話

に
は
、
コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
て
か
ら

応
侍
し
ま
し
ょ
う
。

　
全
国
の
火
災
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、

幼
児
と
老
人
の
占
め
る
割
含
は
約
半

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
幼
児
や
老
人
・

病
人
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
各
家

庭
に
お
い
て
就
寝
場
所
の
点
検
を
行

い
、
避
難
し
や
す
い
場
所
に
就
寝
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

空
き
家
火
災
を
防
ご
う

　
空
き
地
内
の
除
草
を
し
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
、
ゴ
ミ
は
収
集
日
に

出
し
、
物
置
、
車
庫
な
ど
に
は
カ
ギ

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
街
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で

放
火
防
止
の
話
し
合
い
を
し
、
連
携

を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

　
春
の
火
災
予
防
運
動
の
テ
ー
マ
は

『
防
火
の
大
役
、
あ
な
た
が
主
役
』

で
す
。
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
十

分
に
ご
注
意
く
だ
き
い
。

　
空
き
家
に

は
へ
が
尺
れ

な
い
よ
う
に

板
な
ど
を
打

ち
つ
け
、
戸

締
ま
り
を
し

っ
か
り
し
て

お
き
、
、
周

り
に
は
燃
え

や
す
い
も
の

を
お
か
な
い

よ
う
に
注
意

し
一
（
、
ノ
・
κ
」
ン
ご
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60

・
61
年
の
火
災
発
生
状
況

　
ノ
火
の
発
生
状
況
は
次
表
の
と
お
り
で
す
が
、
焼
死
者
が
出
る
と
い
う
い

た
ま
し
い
大
援
も
お
き
て
い
ま
す
、

消
火
器
の
悪
質
訪
問
販
売
に

　
　
　
　
ご
注
意
を
〃
”

60年・61年の火災発生状況

白石消防署
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6
1
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内
救
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数
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9計
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災
世
帯
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　　　　　　　30

66，908．000

り災人員

損害兇積額

　
次
に
6
0
．
6
1
年
に
白
石
市
内
で
発
生
し
た
救
急
事
故
件
数
を
見
る
と
6
1
年

は
、
前
年
に
比
べ
て
出
場
件
数
、
搬
送
へ
員
と
も
多
少
減
っ
て
い
ま
す
が
、

交
通
事
故
と
急
病
に
よ
る
出
動
が
過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
．
、

　
最
近
、
「
消
防
署
の
方
か
ら
来
ま
し

た
」
な
ど
と
消
防
署
員
と
紛
ら
わ
し

い
服
装
を
し
た
消
火
器
の
悪
質
訪
問

販
売
員
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
火
器
の
価
格
・
薬
剤
の
詰
め
替

え
料
と
も
一
般
の
二
～
三
倍
で
あ
り

販
売
方
法
も
悪
質
な
の
で
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
（
、

　
不
審
に
思
っ
た
ら
、
買
う
前
に
消

防
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
署
員
は
消
火
器
を
販
売
し
ま

せ
ん
が
、
使
用
方
法
の
指
導
や
、
設

置
場
所
の
相
談
な
ど
に
応
じ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
消
防
相
談
所
智
岡
二
二
五
九

　
　
　
　
　
・
、
乱
．
舶
國
蟹
獺

賊
　
唐

送
員

撰．

人

0

1
99

5
58

4

8

4
226

火
事
場
か
ら
の
脱
出

　
火
事
の
恐
ろ
し
さ
は
経
験
し
た
人
に
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
，
炎
に
直
接
包

ま
れ
な
く
て
も
、
有
毒
ガ
ス
を
含
ん
だ
煙
に
ま
か
れ
る
と
、
体
が
動
か
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
火
事
に
あ
っ
て
も
落
ち
つ
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
、

避
難
の
仕
方
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
は
靴
下
を
。
）

正
し
い
脱
出
方
法

　
煙
り
は
上
か
ら
下
！
と
満
ち
て
く

る
。
ま
た
煙
の
中
に
は
有
毒
ガ
ス
が

含
ま
れ
て
い
る
。
次
の
点
に
気
を
つ

け
て
脱
出
す
る
こ
と
。

▼
下
の
方
は
、
視
界
も
よ
く
、
比
較

的
新
鮮
な
空
気
が
残
っ
て
い
る
の
で
、

姿
勢
を
低
く
し
て
、
避
難
口
を
よ
く

確
認
し
て
避
難
す
る
。

60年・引年白石市内で
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▼
煙
の
微
粒
子
な
ど
を
吸
わ
な
い
よ

う
タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
等
で
口
や
鼻

を
お
お
い
、
あ
ま
り
深
い
呼
吸
を
し

な
い
．
、
．
（
で
き
れ
ば
タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ

チ
は
ぬ
れ
て
い
た
方
が
よ
い
）

▼
熱
気
が
強
い
と
き
は
、
毛
布
や
シ

ー
ツ
を
水
に
ぬ
ら
し
て
頭
か
ら
す
っ

ぽ
り
か
ぶ
り
脱
出
す
る
．
、
ま
た
足
を

保
護
す
る
た
め
靴
を
は
く
。
（
な
い
場

醜
、

＿！

ニ
ウ
『

▼
シ
ー
ツ
な
ど
を
つ
な
い
で
ロ
ー
プ

の
代
わ
り
に
使
う
と
き
は
、
結
び
目

の
端
に
も
う
ひ
と
つ
の
コ
ブ
を
作
っ

て
お
く
と
安
全
。
た
だ
し
あ
ま
り
高

い
所
か
ら
だ
と
転
落
し
て
死
亡
し
た

り
ケ
ガ
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
十
分
注
意
を
。
．

こ
ん
な
行
動
は
や
め
よ
う

　
煙
が
充
満
す
る
と
極
端
に
視
界
が

悪
く
な
る
。
避
難
口
を
確
か
め
な
い

で
逃
げ
ま
ど
う
の
は
物
に
つ
ま
ず
き

ヶ
ガ
を
す
る
こ
と
も
あ
り
非
常
に
危

険
で
す
。
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国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
に
オ
匪
プ
ン

　
国
内
で
初
め
て
の
青
少
年
野
外
活
動
施
設
で
あ
る
国
立
南
蔵
王
青
少

年
野
営
場
が
、
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の
開
催
さ
れ
た
蔵
王
山
ろ
く
に
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場
は
、
国
際

児
童
年
を
記
念
し
、
六
十
年
度
か
ら

三
か
年
計
画
で
約
十
億
円
を
か
け
て

施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

蔵
王
山
麓
の
三
住
白
萩
地
内
百
五
十

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
一
日
約
三
千
人

の
利
用
で
き
る
野
外
施
設
を
備
え
た

国
営
の
大
型
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。

麟　　
㎡

　　瀦　焔蕗・

鱒些

に嚇・

　
管
理
榛
・
ロ
ー
タ
リ
ー
・
駐
車
場

の
あ
る
管
理
区
域
と
初
・
中
級
キ
ャ

ン
プ
サ
f
ト
と
自
然
の
ま
ま
の
上
級

キ
ャ
ン
ブ
サ
イ
ト
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
、
”
．

　
す
で
に
下
水
処
理
施
設
や
道
路
な

ど
の
建
設
が
完
了
し
、
雪
解
け
を
待

っ
て
管
理
棟
〔
二
階
建
八
百
二
十
平

方
メ
ー
ト
ル
）
、
避
難
所
、
炊
事
場
の

仕
上
げ
工
事
が
行
わ
れ
、
七
月
に

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
．
、

　
同
施
設
は
、
青
少
年
た
ち
が
大
自

然
の
中
で
の
野
外
生
活
を
通
じ
、
自

立
心
や
忍
耐
力
を
身
に
つ
け
、
心
身

と
も
に
健
全
な
入
間
と
し
て
成
長
す

る
こ
と
を
願
っ
て
建
設
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　
登
山
や
各
種
レ
ジ
ャ
ー
の
基
地
な

ど
幅
広
い
、
有
効
な
活
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

「
支
給
停
止
関
係
届
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
は
速
や
か
に
〃

　
国
民
年
金
の
福
祉
年
金
等
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
、
恩
給
や
厚
生
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
福
祉
年
金
等
の
全
額

ま
た
は
一
部
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

の
他
に
公
的
年
金
等
も
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
と

き
か
ら
！4
日
以
内
に
「
支
給
停
止
関

係
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
．
．
．

　
届
け
出
が
遅
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
年
金
が
二
重
に
支
払
わ
れ
た
と

き
は
返
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
金

額
が
多
く
な
る
と
大
変
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
手
続
き
も
面
倒
に
な
り
ま

す
の
で
、
速
や
か
な
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
は
市
民
課

国
民
年
金
係
智
圃
二
二
内
線
…
天
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福
祉
年
金
等
は
、
そ
の
費
用
の
ほ

と
ん
ど
が
国
の
負
担
に
よ
っ
て
ま
か

な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
年
金
を
受
け

る
権
利
の
あ
る
人
す
べ
て
に
支
給
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
福
祉
年
金
等
」
と
い
う
の
は
、

・
老
齢
福
祉
年
金

・
障
害
福
祉
年
金
か
ら
移
行
し
た
障

　
害
基
礎
年
金

。
2
0
歳
前
の
障
害
に
よ
り
支
給
さ
れ

　
る
障
害
基
礎
年
金

の
こ
と
で
、
二
れ
ら
の
年
金
を
受
け

て
い
る
入
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
も
し
も
あ
な
た
が
、
福
祉
年
金
等

融

臣
，
、
胴

．
、
纂

－
．
瓢

　
騒

ソ

虹轟一
ユ
｛

『
越
河
』
－
…
＠

　
越
河
と
い
う
地
名
の
起
こ
り
は
明

確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
越
川
」
・
「
小

…
須
生
」
・
「
小
須
五
」
な
ど
と
も
書
か
れ
、

．
「
伊
達
値
宗
安
堵
状
写
」
に
は
、
「
か
っ

　
　
庄
　
　
．
．
．
．
　
》
郷

た
し
ょ
う
こ
す
か
い
の
カ
う
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
源
頼
朝
が
平
泉
征
伐
を
行

　
っ
た
と
き
、
平
県
方
は
陣
瀞
野
志
山

の
前
面
に
二
本
の
堀
を
造
り
、
阿
武

隈
川
を
せ
き
止
め
て
、
水
を
引
き
抵

、
抗
し
ま
し
た
．
、
鎌
倉
勢
は
こ
の
堀
を

深
夜
密
か
に
埋
め
進
軍
し
た
の
で
「
越

川
」
と
名
付
け
た
（
「
奥
羽
観
蹟
聞
老

詰
」
）
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
地
名

発
生
の
説
話
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
越
河
地
内
の
国
道
四
号
線
の
両
側

の
水
田
地
帯
は
昔
は
湖
沼
か
沼
沢
地

で
そ
の
水
辺
の
湿
地
帯
に
は
ス
デ
が

生
い
茂
っ
て
い
た
の
で
「
小
菅
生
」

と
呼
ば
れ
、
こ
れ
か
ら
「
越
河
」
に

な
っ
た
も
の
ら
し
い
。
．
〔
「
た
H
ド
地
各
號
も

　
『
平
（
夕
で
ラ
）
』

　
東
日
本
に
多
く
見
ら
れ
、
小
高
い

丘
と
か
高
原
状
の
土
地
を
さ
し
ま
す
。

　
越
河
の
平
も
丘
陵
状
の
阿
武
隈
山

地
帯
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
つ
い
た
一

地
名
と
考
え
ら
れ
る
．
、
．
　
　
　
　
　
』

　
『
五
　
賀
〔
ご
か
）
』
　
　
　
　
一

　
「
古
賀
」
÷
後
閑
」
・
「
古
関
」
な
と

と
も
書
か
れ
、
茨
城
県
の
古
河
、
九
州
．

の
五
箇
庄
は
有
名
で
す
。
山
間
地
の
『

無
住
の
地
、
開
墾
に
取
り
残
さ
れ
た
　

地
な
ど
の
意
昧
か
あ
る
と
い
わ
れ
ま
「

す

．
明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
実
施
・

に
と
も
な
い
、
越
河
・
平
・
五
賀
が
台

併
し
、
越
河
村
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
（
白
石
市
史
よ
り
）

、
家
庭
と
子
ど
も
の

　
　
　
　
　
　
し
あ
わ
せ
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
手
当

　
児
童
手
当
は
、
家
庭
生
活
の
安
定
と
次
代
を
担
う
児
童
の
健
全
育
成
及

び
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
2
子
か
ら
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
第
3
．
†
以
降
分
は
、

今
月
は
児
童
手
当
の
　
　
　
　
鋒
」
盲

　
　
　
　
　
　
支
給
月
で
す
　
　
糸
、
円

今
月
が
児
童
手
当
の
支
給
月
で

す
。
昭
和
6
1
年
m
月
戸
、
刀
～
昭
和
6
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
1
月
分
ま
で
の
4
学
月
バ
、
η
が
振
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

込
み
に
な
り
ま
す
の
で
、
争
月
5
日

以
降
、
該
当
す
る
金
融
機
関
で
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
っ
て
！
、
だ
．
さ
い
．
、
振
り
込
ま
れ
て
『

い
な
い
レ
主
。
は
、
市
役
所
市
民
課
市

民
係
盈
五
⊥
二
二
　
（
内
線
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

］
）
へ
ご
連
飯
和
，
・
だ
さ
い
。
　
　
　
　

　
な
お
自
分
の
む
子
さ
ん
て
な
（
て

も
、
そ
の
．
＋
を
監
護
し
、
一
定
の
生

計
関
係
が
あ
れ
ば
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
．
〔
÷
収
入
が
一
定

の
額
以
上
の
方
は
児
童
手
当
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
．
，
．
｝

　
児
童
手
当
が
認
定
さ
れ
る
と
、
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
務
教
育
へ
目
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
月
額
2
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
0
円
、
3
八
日
以
降
の
子
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
は
］
入
に
つ
き
月
額
5
，

◎
昭
和
62
年
4
月
－
日
か
ら
　

：

〇
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

昭
和
欲
年
4
月
1
日
で

　
受
給
資
格
が
変
わ
り
ま
す

　
昭
和
6
1
年
6
月
！
日
か
ら
児
童
手

当
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

63

年
度
ま
で
段
階
的
に
制
度
が
変
わ

り
ま
す
。
．

　
そ
の
方
法
は

◎
昭
和
6
1
年
6
月
1
日
か
ら

　
　
昭
和
62
年
3
月
3
1
日
ま
で

　
●
第
2
子
分
は
、

　
昭
和
6
3
年
3
月
3
1
日
ま
で

●
第
2
子
分
は
、
昭
和
62
年
4
月

1
日
現
在
で
満
4
歳
未
満
（
昭
和

58

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

児
童
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
第
3
子
以
降
分
は
、
昭
和
6
2
年

4
月
1
日
現
在
で
満
9
歳
未
満

（
昭
和
5
3
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
）
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
6
1
年
6
月
ま
た
は

◎
昭
和
6
3
年
4
月
1
日
か
ら

　
●
第
2
子
以
降
義
務
教
育
就
学
前

　
の
児
童
が
対
象
に
な
り
ま
す
・

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
と
し
4
月
－

日
現
在
で
の
児
童
手
当
の
受
給
資
格

者
は
、
昭
和
5
8
年
4
月
2
日
以
後
に

生
ま
れ
た
児
童
を
含
む
1
8
歳
未
満
の

児
童
を
2
人
以
上
養
育
し
て
い
る
者
。

　
　
　
、
昭
和
5
3
年
4
月
2
日
以
後

簗瑠

麟

　
　
　
　
　
／
』
　
　
階
、
、
壽

　
　
　
　
　
　
醜
擁
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
｝
4
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
｝
〕
．
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q
／

請
求
の
方
法

　
受
給
資
格
要
件
に
・
似
当
す
る
方
で

ま
だ
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
市
役
所
市
民
課
へ
申
請

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
一
さ
い
．
．

　
な
お
公
務
員
の
方
は
そ
の
職
場
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
．

　
昭
和
6
2
年
4
月
1
日
に
新
し
く
対

1
日
現
在
で
満
2
歳
来
満
（
昭
和
に
生
ま
れ
た
児
童
を
含
む
1
8
歳
未
満

象
と
な
る
方
は
、
3
月
3
1
日
ま
で
に

59

年
6
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
の
児
童
を
3
人
以
上
養
育
し
て
い
る
　
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
ざ
い
。

児
童
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
で
き
る
だ
け
早
ー
手
続
き
を
〃

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
　
『
董
一
一
（
さ
む
ら

「
講
習
を
受
け
る
と
無
試
験
で
資
格

が
得
ら
れ
ま
す
」
と
い
う
が
…
－

　
電
話
で
「
企
業
O
O
士
の
勧
誘
を

受
け
た
」
「
近
々
国
家
試
～
に
な
る
の

で
争
講
習
を
受
け
る
と
有
利
だ
」
と

の
■
話
、
資
料
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
言

っ
た
ら
申
し
込
ん
だ
と
さ
れ
、
受
講

料
十
五
万
円
を
請
求
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
『
士
』
（
さ
む
ら

い
）
商
法
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
「
サ

で
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
最
適
」
「
登
鍔
料
を

支
払
え
ば
○
○
士
に
推
せ
ん
す
る
」

な
ど
と
言
っ
て
勧
め
る
よ
う
で
す
。

　
］
般
に
○
○
上
等
の
資
恪
に
は
、

弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
税
理
士
、

建
築
士
な
ど
の
公
的
資
格
と
、
民
間

の
各
種
の
団
体
が
自
主
的
判
断
で
自

由
に
付
与
し
て
い
る
資
格
と
が
あ
り

ま
す
一
．

　
　
ぎ

ー
．
♂
釦
紹
）

　
　
σ

ヌ
ト

｛
［

4
一
ゆ

訂
拠

醗櫛’

い

商
法

　
企
業
0
0
士
、
の
場
含
、
国
家
資
格

と
な
る
動
き
は
金
く
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
者
に
う
そ
の
説
明
を
し
て
勧
誘

す
る
悪
質
商
法
で
す
。

　
す
～
、
、
代
表
取
締
役
あ
て
に
、
受

講
の
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
こ
と

を
、
内
容
証
明
郵
便
で
知
ら
せ
、
問

題
が
残
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
一
．

　
自
分
に
必
要
な
資
格
か
ど
う
か

　
　
よ
く
考
え
よ
う
〃
”

　
『
士
商
法
』
の
手
口
に
は
、
解
約
を

申
し
出
て
も
「
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
に

登
歪
す
み
で
取
り
消
せ
な
い
」
「
勤
務

先
の
上
司
に
言
う
」
な
ど
、
脅
迫
ま

が
い
の
こ
と
を
言
う
業
者
も
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
説
明
、
勧
誘
を
受
け

た
時
は
、
避
け
た
方
が
無
難
で
す
。

▼
あ
た
か
も
公
的
資
恪
で
あ
る
か
の

　
よ
う
な
名
称
を
用
い
る

▼
近
，
ー
、
国
家
試
款
と
な
る

▼
特
別
に
選
ば
れ
た
と
強
調
す
る

▼
楽
に
資
恪
が
と
れ
る

▼
し
つ
こ
く
勧
誘
す
る

▼
支
払
い
を
急
が
せ
る

　
そ
の
資
恪
が
本
当
に
役
立
つ
も
の

か
ど
う
か
を
よ
く
考
え
る
と
同
時
に
、

『
疑
わ
し
い
資
格
』
で
な
い
か
ど
う
か

を
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
．
．

　
詳
し
！
、
は
消
費
生
活
相
談
室
へ

5
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14）

④
㈱
冑
糞
作
所
姦
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
郡
山
字
西
堀
60

　
県
道
白
石
大
河
原
線
の
江
坪
橋
の

た
も
と
か
ら
斎
川
の
堤
防
を
奥
に
入

っ
た
臼
石
川
と
斎
川
の
合
流
点
の
近

・
・
に
工
場
を
建
て
、
昭
和
4
8
年
か
ら

自
動
車
部
品
の
製
作
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
県
道
か
ら
奥
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に

工
場
が
あ
る
の
で
何
を
製
作
し
て
い

る
か
知
ら
な
い
人
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　
マ
イ
カ
ー
時
代
と
い
わ
れ
、
［
家

に
二
台
の
車
の
所
有
も
め
ず
ら
し
く

な
・
”
、
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
宮
城
工

場
で
は
、
プ
レ
ー
キ
部
品
の
心
臓
部

と
も
い
え
る
マ
ス
タ
i
3
リ
ン
ダ
ー

や
、
米
国
F
社
や
ド
イ
ツ
の
G
社
な

　
　
　
　
　
　
　
　
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
、

輪

頑
鵡
胆
場
田

酒
　
工

一
哩
城

　
、
一
一
、
宮

f
漸
門

　
　
圃
　
－

　
　
躍
木
贋

　
　
　
　
青

　
　
　
幽
肇
層

　
　
κ
匪
、
昌
贋

　
　
　
　
　
　
「
．

鱗、

ど
／
、
輸
出
す
る
デ
ィ
ス
ケ
ブ
レ
ー
キ

な
ど
車
の
安
全
走
行
に
欠
か
せ
な
い

制
動
装
置
を
製
作
し
て
い
ま
す
。
月

産
約
3
0
万
台
分
2
8
車
種
用
の
ブ
レ
ー

キ
部
品
を
製
作
し
、
・
て
の
約
半
分
が

欧
米
諸
国
に
輸
出
さ
れ
ま
す
。

　
工
場
の
設
備
は
、
切
削
・
そ
せ
い
・

熱
処
理
・
研
磨
・
外
装
加
工
と
一
還

し
た
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
米
国
な

ど
の
性
能
の
よ
い
工
作
機
械
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
手
で
ン
ン
性
能
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
、
高
速
化
し
て
き
て
い
る
の
で
、

安
全
走
行
の
た
め
に
も
制
動
装
置
が

重
要
に
な
り
ま
す
、
ユ
ー
ザ
ー
に
安

心
し
て
乗
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

均
質
の
信
頼
性
の
高
い
製
品
づ
く
り

に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
」

「
今
月
納
品
し
た
製
品
に
は
不
良
品

は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
。
製
品
管
理
を

確
実
に
し
、
最
終
的
に
は
企
業
と
し

て
5
本
の
指
に
入
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
」
と
大
野
工
場
長
さ
ん
．
、

　
新
工
場
も
ほ
ぽ
完
成
し
、
男
子
6
5

名
、
女
子
1
6
名
の
従
業
員
は
、
社
内

行
事
な
と
で
親
睦
を
は
か
り
な
が
ら

よ
り
優
れ
た
製
品
づ
・
め
に
取
り
組
｝

ん
で
い
ま
す
．
，

　
　
　
　
悔

新
成
人
に
贈
る
こ
と
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
擁

　
こ
の
た
び
、
成
へ
式
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
五
一
四
名
の
み
な
さ
ん
、
ま

こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．
、
．

　
み
な
さ
ん
は
初
め
て
独
立
し
た
人

格
を
認
め
ら
れ
、
社
会
的
に
公
人
と

な
ら
、
れ
ま
し
た
。
成
人
と
し
て
の
権

利
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然

そ
れ
に
伴
う
義
務
も
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
充
分
自

覚
さ
れ
る
よ
う
希
望
す
る
も
の
で
す
．
、

　
さ
て
み
な
さ
ん
は
、
今
の
流
行

語
で
い
う
と
新
人
顛
、
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
私
た
ち
は
み
な
さ

ん
の
目
か
ら
見
る
と
化
石
人
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す

、
そ
こ
で
化
石
入

の
一
入
か
ら
新
入
類
ヘ
メ
ソ
七
ー
ジ

幽
一

　
一
一

　
■
画

柳ド

瓶魁
一

‘墓

井
貞

　
を
お
贈
り
し
ま
す
．
，
．

　
　
そ
れ
は
、
み
な
さ
ん
は
こ
れ
を
機

　
会
に
財
産
を
ふ
や
し
な
き
い
と
い
う

　
こ
と
で
す
。
財
産
と
い
っ
て
も
お
金

　
を
ふ
や
し
な
さ
い
と
い
っ
て
い
る
わ

　
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
人
式
を
機

　
会
に
友
人
を
ふ
や
し
な
さ
い
と
申
し

　
あ
げ
た
い
の
で
す
．

　
　
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
は
昭
和

　
二
十
七
年
十
九
歳
で
父
を
亡
く
し
ま

　
し
た
．
、
当
時
在
学
中
で
し
た
の
で
祖

　
父
母
か
ら
退
学
し
て
家
業
を
継
ひ
よ

　
う
に
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
家
の
手
伝

　
い
を
す
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
や
っ

　
と
在
学
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
家
業
の

　
関
係
上
、
そ
の
年
の
十
月
か
ら
十
二
月

　
は
全
く
学
校
に
行
け
ず
欠
席
を
続
け

　
ま
し
た
．
、

　
　
と
こ
ろ
が
忘
れ
も
し
ま
せ
ん
十
二

　
月
二
十
四
日
早
朝
、
同
級
生
か
ら
ヶ

　
リ
ス
マ
ス
ヘ
ー
テ
ィ
に
出
て
こ
い
と

　
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
寮
ま
で
行

　
っ
て
み
る
と
十
冊
ほ
ど
の
ノ
ー
ト
か

　
重
ね
て
あ
り
、
お
前
へ
の
フ
リ
ス
マ

　
ス
フ
レ
ゼ
）
ト
だ
と
差
し
出
き
れ
ま

　
し
た
、
、
ヘ
ラ
ヘ
ラ
と
め
ー
っ
て
み
る

　
と
私
が
欠
席
し
た
講
義
が
全
部
書
か

　
れ
て
い
ま
す
、
リ
コ
ヒ
ー
も
何
も
な
い

　
時
代
で
す
か
ら
五
へ
の
同
級
生
が
自

　
分
の
ノ
ー
ト
を
書
き
写
し
て
用
意
し

る

て
く
れ
た
の
で
す
．
．
．
お
か
げ
で
私
は

進
級
す
る
こ
と
が
で
、
き
ま
し
た
．

そ

し
て
彼
ら
と
私
は
、
生
涯
の
友
と
な

り
ま
し
た
。
二
の
友
へ
達
に
私
は
数

え
切
れ
な
い
ほ
と
世
話
に
な
っ
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
．
．
．

　
争
は
二
十
一
世
紀
へ
の
助
走
の
時
『

代
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
、
．

都
市
化
、
国
際
化
、
技
術
革
新
、
情

報
化
の
時
代
が
目
の
前
ま
で
、
き
て
む

り
、
こ
と
に
f
ノ
ズ
、
1
3
ヨ
ン
と
ニ

ュ
ー
メ
テ
f
ア
は
、
ど
こ
ま
’
．
－
、
進
歩

す
る
の
か
予
想
も
で
き
ま
せ
ん
．
、
た

だ
↓
つ
言
え
る
二
と
は
、
技
術
革
新

を
に
な
い
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
で
ア
を
充

分
に
駆
使
し
て
、
来
来
の
社
会
を
創

造
で
き
る
の
は
あ
な
た
方
し
か
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
限
り
な
い
可
能

性
を
秘
め
、
．
柔
軟
な
頭
脳
と
強
し
ん

な
体
を
も
つ
み
な
さ
ん
こ
ぞ
、
、
二
十
］

世
紀
の
主
べ
公
な
の
ー
．
－
・
す
．
、
て
も
入

間
は
、
決
し
て
一
へ
だ
け
で
生
き
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
．
リ
あ
な
た
に
は
、

あ
な
た
を
支
え
て
く
れ
る
良
い
友
人

が
何
よ
り
も
必
要
な
の
で
す
・
．

　
良
き
友
へ
を
？
め
、
む
互
い
に

助
け
台
い
な
が
ら
、
活
力
と
英
知
を

充
分
発
揮
さ
れ
、
真
に
二
十
一
世
紀

の
主
八
公
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
に
成

長
さ
れ
る
二
と
を
心
か
ら
む
祈
り
し

化
石
人
か
ら
・
新
べ
漸
．
へ
贈
る
モ
ノ
七

ー
ジ
と
い
た
し
ま
す
．
．

6

監
3ン

，
メ

冒のツ

ニ焦1」騨

越〕1話題を追って　　　　：・：　　　：9：・　　や：・：◎　・；要：◆：：◆：：与

醇

タ
）

叢

畷

　
　
響
　
－

芋

調
ご
、

二

『
、

　　　　　　　　　　　　　　1月8日・シンポジューム『地場産業の振興と地域
活性化に向けて』

■■■■■『「」■■隅瓢L罵’贈i 憂
　　1月7日　蔵王パレスホテルから事業資金として
　社会福祉協議会へ

《』ド転・縄刊．

．
ぎ

，
綻

人
、
虹

纂
き

，
て
び

め
初

・
初
し

は
け

者
こ

納
郎

奉
治

し
尿
罐

ナ
召

こ
日

の
2

目
月

人
1

20き力は賀年
局

付
便

玉
郵

年
石

お
白

ん
日
．

さ
2
0
』

一
月

キ
ー

ツ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
還
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
羅

驚
　
銅
：
鉱
　
、
’
　
泳
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
2
2
1
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
部
ヘ

　
ズ
』
｛
　
F
目
　
　
　
［
、
一
琴
　
一
会

　
　
ご
ξ
昌
－
．
、
解
艦

　
　
　
　
　
　
．
亘
㎞
ブ
・
ぜ
翁

　
　
　
　
　
　
　
一
鳥
．
、
」
遷
騰
誌
　
㎝
チ
社
、

　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
ユ
む
む
む
　
ウ
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ド
ヨ
レ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ず
　
　
　

　
　
φ
畦
院
善
　
、

　
　
　
　
　
　
一
　
　
纏
庁
讐

遼
鯉

　
　
一
L

嘱
．
篶
ー

、
．

身
｛

　
魏
、
餐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤

　
　
後

　
　
の

　
　
事

　
　
神

　
」

　
　
、
房

　
　
に
エ

　
　
う
紙

　
　
よ
和

　
芽
石

　
　
箔

　
　
霜

，
潔
　
事
月

　
．
仕
－

　
」
い
。

　
翫
よ
き

一

ζヲ

瀦

鴨』≧ユ、、翻
勢
，

禰

頭
、

篭

・
螂
．

咳
隷

　
　
㌧

刃凄＼、

1麟
ら…1域

一
け
．

　　　　　』しr二沸》｝

月6日、新春を寿ぐ市民のつどい

　
　
　
　
　
　
轟
享

　
　
　
『
窮

奪
遍
L

、
凱
膿
曝
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
ロ
　
ぜ
き

誌
－
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

『
卜
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
環
　
　
く

護
　
璽
・
曇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守

亟
　
　
　
　
　
　
　
　
を
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
動

　
　
　
　
　
．
、
真
　
侮
　
安
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
隊

　
　
　
　
　
　
箏
　
　
　
交
導

　
　
　
　
崔
　
　
　
　
　
の
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
通

醐
・
　
　
　
　
　
　
　
市
交

　
　
　
虞
脇

触　
　
　
　
　
ロ
　
　
ロ

　
　
　
　
　
調
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
日

　
’

　
、
『

　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
㎞
ー
ン
P
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4

一

鴇
5障

瞳
蟻

罐
旧
－



■
早
食
い
は
肥
満
の
も
と

　
食
事
に
時
間
を
か
け
ず
に
サ
ッ
サ

と
食
べ
て
し
ま
う
入
は
、
食
べ
す
ぎ

の
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
人
間
の

脳
は
、
満
腹
に
な
る
と
も
う
食
べ
な

く
て
よ
い
、
と
い
う
指
令
を
送
り
ま

す
が
、
そ
れ
に
は
約
二
十
分
か
か
り

ま
す
。
食
べ
る
の
が
速
ひ
尺
は
、
こ

の
指
令
が
出
さ
れ
る
前
に
適
量
を
超

え
た
食
事
を
と
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
食
事
は
家
族
と
会
話
を
楽
し
み
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　　嘱”

2
諜
憐
れ
ぎ

　
塩
分
を
取
り
す
ぎ
た
食
生
活
を
続

け
て
い
る
と
、
高
血
圧
や
脳
卒
中
に

な
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
味
覚
は
子
供
時
代
の
食
習
慣
に

よ
っ
て
培
わ
れ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
、
日
ご
ろ
か
ら
薄
味
に
慣
れ
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

3
黙
奮
ん
だ
ん
に

　
野
菜
に
は
体
の
調
子
を
整
え
る
ビ

タ
、
・
・
ン
や
、
・
・
ネ
ラ
ル
、
そ
し
て
動
脈

硬
化
や
が
ん
を
予
防
す
る
効
果
の
あ

る
繊
維
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ニ
ン
ジ
ン
、
ピ
ー
マ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜
に
は
、
と

く
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
嘗
田

で
す
。
子
供
が
食
べ
や
す
い
よ
う
調

理
の
工
夫
を
し
て
み
ぽ
し
ょ
う
。

4
朝
食
は

　
　
し
っ
か
り
食
べ
よ
う

　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　

ー
　
ト
f

　
朝
食
を
と
ら
な
か
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
、
す
ぐ
に
影
響
の
出
て
く
る
も

の
で
は
あ
b
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
・
て

れ
が
習
慣
化
し
て
し
ま
う
と
、
ボ
ク

シ
ン
グ
の
ボ
デ
f
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
、

じ
わ
じ
わ
と
体
は
痛
め
つ
け
ら
れ
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
育
ち
盛
り
の
子
供
は
一
食

抜
い
た
分
を
必
ず
ど
こ
か
で
補
っ
て

し
ま
う
も
の
で
、
外
食
や
間
食
な
ど

の
不
規
則
な
食
事
に
つ
な
が
り
ま
す

5
週
に
二
、
三
酊
怯
－
，
，
，
、
、

　
　
　
　
魚
を
食
べ
よ
う
一

　
魚
に
は
、
血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
下
げ
る
働
き
を
も
つ
タ
ウ
リ
ン

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
血
液

の
凝
固
を
起
こ
り
に
く
く
し
て
心
筋

梗
塞
や
脳
梗
塞
を
．
r
防
す
る
E
P
A

（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
週
に
二
、
一
』
回
は
魚
料
理
を
つ
く

り
、
魚
好
き
の
ヂ
供
に
し
ま
し
ょ
う
。

6
お
や
つ
は

　
　
食
べ
た
い
量
の
半
分
を

　
お
や
っ
を
食
べ
す
ぎ
る
と
、
食
事

が
お
い
し
く
な
く
な
っ
た
り
、
食
べ

ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
市
販
の
菓
．
r
類
に
は
砂
糖
や

食
塩
、
脂
肪
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
も
心
配
で
す
。

　
お
や
つ
は
少
な
め
に
、
食
べ
た
い

量
の
半
分
を
目
安
に
与
え
ま
し
ょ
う
・
・

7
早
寝
、
早
馨
を

翫
藩
粧
縫
匹
難
綜

　
　
　
　
　
　
心
が
け
よ
う
「
肥
満
の
も
と
と
な
り
ま
す
・
ま
た
・

　
社
会
金
体
が
夜
型
に
な
り
、
夜
遅
　
夜
が
遅
い
と
ど
う
し
て
も
寝
不
足
と

く
ま
で
起
き
て
い
る
予
供
が
増
え
て
　
な
b
、
朝
食
を
と
る
食
欲
も
時
間
も

い
る
よ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
な
り
が
ち
て
す
。

8

、
、へ

寡ア噸

蚤、翁．

8
自
由
に
遊
べ
る
，

　
　
　
時
間
を
つ
く
ろ
う

　
親
は
子
供
が
外
で
体
を
使
っ
て
遊

ぶ
こ
と
を
大
励
し
ま
し
ょ
う
。
健
康

に
よ
い
だ
け
で
な
く
、
社
会
性
や
協

調
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
上
で
も
予

供
に
遊
び
は
穴
か
せ
ま
せ
ん
。

9
ス
ポ
ー
ツ
の
す
す
め

　
肥
満
の
．
†
防
は
な
ん
と
い
っ
て
も

食
事
と
運
動
に
気
を
配
る
こ
と
で
す
。

．
†
供
の
う
ち
か
ら
運
動
に
親
し
ん
で

い
る
八
は
、
そ
れ
が
習
慣
と
な
っ
て
、

い
つ
ま
で
も
暮
々
し
く
健
康
な
体
を

保
て
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

Ol
た
ば
こ
の
害

　
た
ば
こ
を
吸
う
と
が
ん
に
な
り
や

す
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
た
ば
こ
は
動
脈
硬
化
の
原
因

に
も
な
b
ま
す
。

　
吸
う
本
数
が
多
い
ほ
ど
、
ポ
た
吸

い
始
め
た
年
齢
が
害
い
ほ
ど
、
そ
の

害
が
た
き
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
た
ば
こ
は
吸
っ
て
い
る

木
入
の
健
康
を
害
す
る
だ
け
で
な
く
、

周
り
に
い
る
子
供
に
も
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
．
）

◇

㊥
翻
鶴
⑳
鳴

牛
乳
入
り
オ
ム
レ
ツ

　　じ講一
　　　F　　　ゴ彰　 r　一
　　　』　　－　，四一　　■　　　　厄　r』　　，　　　　ぺ　や　　　　F　　，

角張ノブさん（臼石

逐
フ
ラ
f
バ
ン
に
油
を
入
れ
①
）
の
卵

　
（
㍉
量
）
を
流
し
入
れ
、
半
熟
程

　
度
に
焼
け
た
ら
②
の
材
料
（
鷺
量
）

　
を
入
れ
て
ク
ル
ク
ル
巻
い
て
焼
き

　
4
入
分
つ
く
り
ま
す
．
リ

④
せ
ん
切
り
に
し
た
臼
仲
采
と
ク
シ
型

　
に
切
っ
た
り
ん
ご
と
パ
セ
リ
を
添

　
え
て
盛
り
つ
け
し
オ
ム
レ
ツ
の
上

　
に
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ソ
フ
を
か
け
ま
す
、
．

※
ひ
き
肉
の
か
わ
り
に
シ
ー
チ
キ
ン

　
な
ど
で
も
よ
’
＼
卵
を
フ
ワ
ッ
と

　
柔
ら
か
く
焼
き
あ
げ
る
に
は
、
卵

　
に
酒
や
だ
し
汁
、
牛
乳
な
ど
を
加

　
え
る
と
よ
い
。

【
材
料
】
　
（
4
入
分
）

　
卵
4
個
、
牛
乳
（
ま
た
は
水
で
と

い
た
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
）
5
0
9
、
人
参

60

9
、
長
ね
ぎ
％
本
（
ま
た
は
玉
ね

ざ
、
」
％
個
）
、
豚
ひ
き
肉
旧
9
、
塩
こ
し

ょ
う
少
々
。

（
付
け
合
わ
せ
）
臼
菜
㎜
9
、
り
ん

ご
1
個
、
ハ
セ
リ
少
々
、
ト
マ
ト
ケ

チ
ヤ
ソ
7
大
さ
じ
4
。

【
作
り
方
】

①
卵
を
割
り
ほ
ぐ
し
て
牛
乳
（
ま
た

　
は
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
液
）
と
よ
く
混

　
ぜ
て
お
き
ま
す
。

②
人
参
、
長
ね
ぎ
（
ま
た
は
玉
ね
ぎ
）

　
を
み
じ
ん
切
り
に
し
、
豚
ひ
き
肉

　
と
一
緒
に
油
で
妙
め
て
塩
・
こ
し

　
ょ
う
で
味
を
つ
け
ま
す
。

熟
卵
焼
麺

半
生
卵
堅

1201501802to「分1go6030

〈ご存知ですか？＞

　卵の消化吸収

卵は、小腸でほとんど完全に吸収されます

が。料理によリ消化時周に差があります、

胃の悪いときは半熟卵が適します
，

★　火を通した場合は、卵焼きよリ苑でた

　ほうが消化時問が長くなります。

★　生卵は健康な人の食ぺもの。

　　生の卵白にはアビジンという、ビタミ

ンを無効にする蛋白質があり，貧血と関係

があるビオチン（ビタミンH　lの働きを無効

にします。

しかし、健康な人なら，生でも加熱してもそ

れほど気にすることはないでしょう。

1二手に二＃上妻顛Pをゴ佐9まし♂うイ’

→’吊’謡、一∋ ，　　　＿三

　一医食同源より

幽
ノ》

識
ト

　
ー
　
一

消費生活モニター調査結果
昭和62年1月1日年1月1日　白石市

　　備　　考

上昇品目：しょう

油、牛乳

下降品目：砂糖、サ

ラダギ由、食パン、バ

ター、テイッシュペ

ーパー、プロパンガ

ス、マーガ1リン、　カ

レーライス、ハーマ

ネント料、ヲ丁｛由、レ

ギーユラーガソ11ン、

軽油、重泊

横ばい品目：小麦粉、

ラ・1フ、王里髪1斗

調査日

対薄月価格比

△　0，7％

　　　0．4

△　　6．3

1．0

2．5

△

△

B
1．6

σ．o

△

△

0．5

1，5

△

△

1．1

5．8

5．4

鋪
2．8

4．8

△

△

△

△

△

△

煎月平均価格

　　　　273円

　　　　267

　　　　396

　　　　218

　　　　152

　　　　199

　　　　226

　　　　380

　　　　150

　　　　216

　　4，686

　　　　457

　　　1，600

　　5，400

　　　　798

　　　　816

　　　　115

　　　　　72

　　　　　62

平　均　値

　　　　271円

　　　　268

　　　　371

　　　　218

　　　　150

　　　　194

　　　　229

　　　　380

　　　　145

　　　　216

　　4，661

　　　　450

　　1，600

　　5，342

　　　　752

　　　　772

　　　　112

　　　　　70

　　　　　59

最　隊　値

　　　　258円

　　　　250

　　　　298

　　　　188

　　　　150

　　　　180

　　　　198

　　　　329

　　　　　98

　　　　150

　　4，450

　　　　400

　　　1，500

　　5，000

　　　　700

　　　　730

　　　　110

　　　　　70

　　　　　48

最　高　価

　　　　288円

　　　　300

　　　　445

　　　　240

　　　　150

　　　　208

　　　　260

　　　　410

　　　　180

　　　　248

　　4，850

　　　　500

　　1，700

　　6，000

　　　　810

　　　　810

　　　　116

　　　　　73

　　　　　65

　　　垂各番丙　・　規垂各

上　白　糖　　　　1kg

上級濃ロポリ容器入り14

ポリ容器入り　　　　7009

薄力粉　　　　1kg
並　　　食　　　　1袋
ソフトカルトン入り2259

紙容器入り　　　1，000cc

カルトン入り　　　2259

400枚　紙箱入り

幅30cm・長さ20m

10㎡（気体）

並　　食　　一　　皿
小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカット）

（店頭価格　　18の

（配達料込み　184）

14　　　現　　　　金

1乏　　　現　　　金

1ε　　　現　　　金

　晶　 名

1．砂　　糖

2．しょう油

3．サラダ油

4．小麦粉
5．食パ　ン

6．マーガリン

7．牛　　乳

8．バ　タ　ー
9．　テf’シュベーノξ一

10．ラ　ソ　プ

ll，’プロパンガス

12．カレーライス

13．理髪料
14．パーマネント判

油15．灯

、
■リソガ一

ワ
フヱレ蔵1

油

油重

17．軽

18．A

9

◇



『1
．＿」

宙輝
く
明
目
へ

　
　
皿
人
前
の
社
会
人
と
し
て

渡

辺
　
智
　
子
さ
ん

▽
白
石
市
字
東
小
路
8
9

　
　
『
月
十
五
日
の
「
成
人
の
日
」
に
中
央
公
民
館
に
お
い
て
「
成
人

．
式
」
が
華
や
か
な
う
ち
に
も
厳
粛
に
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
と
し

㎜
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和
四
十
『
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
二

一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
二
二
五
名
、
女
子
二
八
九
名
、

㎜
合
計
五
一
四
名
の
み
な
さ
ん
で
す
。

［
　
新
成
人
を
代
表
し
て
コ
一
十
歳
を
迎
え
て
」
と
い
う
記
念
感
想
文

一
を
発
表
し
た
の
が
、
白
石
興
産
㈱
に
勤
め
る
渡
辺
智
子
さ
ん
。

…
　
『
第
二
の
人
生
の
出
発
点

に
立
っ
て
、
私
は
今
ま
で
の

自
分
を
、
よ
り
深
く
見
つ
め

な
お
し
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

い
う
気
持
に
な
っ
て
い
ま
す
－
…
■
：

一
人
前
の
社
会
人
と
し
て
、
　
一
入
前

ま

　17

の
人
問
と
し
て
認
め

ら
れ
、
充
実
し
た
入

生
を
送
る
こ
と
を
目

標
に
、
私
は
常
に
周

囲
へ
の
思
い
や
り
、

気
配
り
を
忘
れ
な
い

よ
う
心
が
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
：
…
』

と
、
二
十
歳
を
迎
え

て
の
意
見
を
発
表
し
、

こ
れ
か
ら
の
八
生
に

必
要
な
知
識
を
し
っ

か
り
身
に
つ
け
て
い
こ
う
と
意
欲
的

な
渡
辺
さ
ん
。
当
日
は
風
邪
の
た
め

38

度
6
分
も
熱
が
あ
り
、
翌
日
は
つ

い
に
ダ
ウ
ン
し
た
と
か
…
。

　
「
小
・
中
学
を
通
し
て
書
道
を
習

っ
て
い
た
の
で
年
賀
状
は
筆
で
書
き

ま
し
た
。
で
も
筆
を
持
つ
の
は
、
今

は
年
に
2
回
ぐ
ら
い
で
す
」

　
「
へ
7
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ

と
で
す
か
？
英
会
話
を
習
い
、
い
ろ

ん
な
人
た
ち
と
話
し
台
い
、
友
達
に
．
．

な
り
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
ス
キ

ー
も
覚
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
営
業
課
の
小
口
取
引
き
を
担
当
し
、

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
気
を
配
り

な
が
ら
も
、
同
じ
こ
と
を
や
る
な
ら

入
よ
り
も
上
を
い
き
た
い
と
い
う
負

け
ず
ぎ
ら
い
の
ガ
ン
バ
リ
屋
さ
ん
。

　
現
在
は
自
炊
生
活
な
の
で
、
会
社

が
終
わ
れ
ば
買
物
や
料
理
、
そ
の
後

は
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
読
書
を
し
た

り
し
て
い
る
・
て
う
で
す
。
　
（
得
意
の

料
理
を
聞
き
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
は

ま
こ
と
に
残
念
〃
”
）

　
い
い
へ
が
い
た
ら
早
ー
結
婚
し
て

明
る
い
家
庭
を
築
き
た
い
な
ど
と
、

笑
い
を
交
え
な
が
ら
話
す
笑
顔
の
似

へ
口
う
女
の
子
で
す
。

　
二
と
し
成
へ
を
迎
え
た
五
］
四
名

全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か

っ
て
大
き
く
前
進
し
て
い
（
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
昔
か
ら
女
性
の
活
躍
す
る
臼
石
で

代
表
的
女
傑
は
、
ま
ず
片
倉
壽
多
が

ト
ッ

7
で
あ
ろ
う
．
、
も
っ
と
も
彼
女

は
白
石
の
出
身
で
は
な
い
。
片
倉
家

の
記
録
で
は
米
沢
ぺ
幡
社
の
神
主
で

あ
っ
た
片
倉
景
重
の
娘
分
と
な
っ
て

い
る
．
．
天
文
九
年
へ
一
五
四
〇
）
生

れ
だ
か
ら
、
政
宗
よ
り
二
八
歳
、
異

父
弟
小
十
郎
景
綱
よ
り
一
八
歳
年
長

で
あ
る
。
彼
女
の
実
父
は
茂
庭
良
直

と
い
い
（
松
山
の

．
茂
庭
氏
祖
）
伊
達

家
の
勇
将
で
あ
る
．
、

母
は
直
子
、
後
に

良
直
と
離
別
し
片

倉
景
重
と
再
婚
、

連
れ
子
と
し
て
片

倉
家
の
へ
と
な
っ

た
。
よ
，
・
政
宗
の

乳
母
で
あ
っ
た
と

書
い
て
あ
る
が
こ

れ
は
誤
り
で
乳
母

は
別
に
い
た
。
そ

郷土史アレコレ

書
役
的
存
在
だ
っ
た
一
か
ら
そ
ん
な
名

で
呼
ば
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
景

綱
は
早
、
＼
父
母
を
な
ー
し
た
の
で
彼

女
は
母
代
わ
り
だ
っ
た
。
武
将
景
綱

を
一
人
前
に
し
た
の
は
彼
女
で
あ
り
、

名
君
伊
達
政
宗
の
人
恪
形
成
に
も
大

き
な
感
化
を
与
え
た
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
政
宗
が
秀
吉
の
家
臣
と
な
っ

た
後
、
陽
徳
夫
人
（
政
宗
正
室
）
が

証
人
（
人
質
V
と
し
て
京
都
伏
見
に

　
　
　
　
　
　
　
送
ら
れ
た
が
彼
女

　
　
　
　
　
　
　
は
侍
女
と
し
て
従

　
　
　
　
　
　
　
っ
た
。
伏
見
で
、

（
2
2
）

れ
に
彼
女
は
未
婚
だ
っ
た
よ
う
だ
か

ら
乳
母
と
し
て
適
当
で
な
い
。
政
宗

の
保
母
つ
ま
り
今
で
い
え
ば
保
育
教

育
係
と
も
い
う
べ
き
立
場
で
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
人
を
少
納
言
と
呼
ぶ
が
な

、
ぜ
か
わ
か
ら
な
い
。
少
納
言
は
朝
廷

の
官
職
（
今
の
内
閣
官
房
）
で
彼
女

が
任
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
天
正

年
間
す
で
に
そ
う
呼
ば
れ
で
い
た
か

ら
、
一
種
の
通
称
だ
ろ
う
．
、
政
宗
の
秘

多喜倉片

七
二
歳
で
死
去
し
た
。

の
女
性
ら
し
く
武
家
の
儀
礼
の
ほ
か
、

兵
術
、
築
城
に
も
詳
し
か
っ
た
。
片

倉
家
の
大
馬
印
黒
鐘
は
波
女
の
考
案

と
伝
え
、
現
在
、
白
石
市
章
に
な
っ

て
い
る
。
彼
女
の
死
後
、
景
綱
や
陽

徳
キ
、
八
、
の
奔
走
で
、
、
夫
入
の
実
家
田

村
氏
の
『
族
田
村
定
広
か
片
倉
を
名

乗
り
一
家
を
た
f
、
へ
三
百
石
）
彼
女
の

名
跡
を
つ
，
・
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
．
．

あ
る
事
件
か
ら
政

宗
の
怒
り
を
買
い

国
元
で
謹
慎
を
命

じ
ら
れ
た
。
最
後

は
白
石
蔵
本
の
瀧

の
観
音
堂
脇
に
庵

古
至
を
設
け
念
仏
三

昧
の
日
を
送
り
、

慶
長
十
五
年
（
］

六
一
〇
）
七
月
、

　
　
彼
女
は
戦
国

ノ0

イ
ド
ル
津
堕
渉
・
生
丁
，

わが家のア

響」
．
臓

噺
一　　一

　　　『　　こ　　二　：二

隻

1璽醐幽』！炉

　大槻香奈ち・

　　宏さん、

　ママからひ‘

　　ミ女の子ら

ちゃん（斎川）

、トモコさんの次女

ひとこと

　
・
不

　
て

　
　
つ

　
育

、
に

く
直

し
　
素

覧
『
つ

朴
、

勿乞
・

、

騨
塁

撃ハ

塾

誠
瀬

　「ヤマエスニット工場の中」

　ホ　　　　　　ホ　　　

わたしの

　か暫鯵勿
　〕
’

麹
、
．

魂驚ガ謄叢嘉羅卜・笠ピー、淘・＞．嵐　ト、こ

　　　　　　　　　　「　f竿

彌「一緬熱，感
　　　　　　　　　　　　審▼霧r㌧
　　　　　　　　　　　　　．　　　轡
　　　　騒認　　　賂
　　　　　　　　　　竪鵜パ門

　　　「秋の風景」

　　　　　古山　俊恵（斎川小6年）

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
臼
石
市

字
桜
小
路
3
5
）
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

歌
　
　
壇

添
寝
し
つ
つ
姑
を
な
だ
め
て
夜
も
す
が
ら
人
の
世
の

末
の
哀
し
さ
を
見
る
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

久
々
に
老
い
し
妹
に
電
話
し
て
安
否
を
聞
け
ば
心
安

ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

「
さ
よ
う
な
ら
」
と
手
を
振
る
孫
の
仕
草
を
ば
窓
越

し
に
う
け
車
を
兄
送
る
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

汗
た
り
て
登
り
し
坂
に
眞
向
ひ
し
い
ぐ
ね
は
老
ひ
し

夫
の
故
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

小
雨
の
な
か
救
急
車
ゆ
く
宵
の
く
ち
厨
に
立
ち
て
急

患
を
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

視
界
み
な
お
ほ
い
つ
く
せ
る
雪
雲
に
自
鷺
ひ
く
く
羽

ば
た
き
去
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

鈴
虫
も
亀
も
越
冬
の
準
備
終
へ
夫
は
洋
蘭
を
棚
に
あ

げ
居
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

木
枯
し
の
窓
揺
す
る
タ
ベ
厨
辺
に
お
で
ん
匂
わ
せ
子

の
帰
り
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

雪
抱
く
蔵
王
の
峰
の
遠
く
見
え
通
り
雨
過
ぎ
虹
の
立

ち
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

擦
り
へ
り
し
シ
ョ
ベ
ル
を
持
ち
て
冬
の
野
に
老
た
る

農
夫
一
人
た
ち
お
り
　
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

　
　
　
　
「
評
」
一
首
目
、
寝
た
き
り
の
姑
を
．
毎
夜
添
寝
し
な

　
　
　
が
ら
な
だ
め
看
病
を
す
る
、
作
者
は
老
い
た
姑
の
姿

　
　
　
に
へ
の
世
の
あ
わ
れ
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
と
る
、

　
　
　
実
感
の
こ
も
っ
た
作
品
で
感
動
的
で
あ
る
。
二
首
目

　
　
　
老
境
に
入
っ
た
姉
と
妹
の
心
の
交
流
が
美
し
い
、
電

　
　
　
話
で
妹
の
様
子
を
聞
く
だ
け
で
作
者
は
心
安
ら
ぐ
の

　
　
　
で
あ
る
。
三
首
目
、
車
の
中
か
ら
手
を
振
っ
て
帰
っ

　
　
　
て
ゆ
く
孫
の
姿
を
見
送
る
伶
者
、
愛
情
が
あ
り
写
実

　
　
　
が
的
確
で
あ
る
。
四
首
目
、
い
ぐ
ね
は
屋
敷
境
、
屋

　
　
　
敷
ま
わ
り
の
樹
木
を
も
い
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圃家、庭電化製晶修理講座

　　受講生募集
　おたくの「電化製品」の健康管

理は万全ですか？

レ講座名　家庭電化製品修理講座

レ内　容　簡単な電気の基礎知識

　　　　や安全知識、家庭電化製

　　　　品の上手な使い方と簡単

　　　　な修理の仕方を実例をま

　　　　じえながら説明します。

＞対象一般
レ日　時　2月18日1水）9時～！2時

〉定員20人
〉費用600円

　なお、小型の家電製品でこわれ

ているものがあれば教材といたし

ますのでお持ちください。

〔11会場　仙南地域職業訓練センタ

　　　　ー（柴田町船岡）

（2）申込み方法電話またはハガキ

　　（住所・氏名・年齢・職業・電

　話番号明記）で申込んでください。

13）締切り日　2月12日休）ただし

　定員になり次第締切ります。

申込み、お問い合わせは

　仙南地域職業訓練センター事務

局（柴田町大字船岡字照内1番地

の9）倣0224－57－1501へ。

⑪

翼公立刈田綜合病院

　　薬剤師職員募集

　昭和62年4月1日に採用の職員

を次により募集します。，

》職種及び採用人員

　薬剤師　1名

〉受験資格　薬科大学等の卒業ま

　たは卒業見込みの者で、薬剤師

　の免許証を取得または取得見込

　みの昭和37年4月2日から昭和

　40年4月1日までに生まれた者。

〉第一次試験　昭和62年2月24日（火）

　　　　　　午前9時から正午

〉試験会場　公立刈田綜合病院

　　　　　　大会議室（新館1階）

》受験手続　受験申込用紙は、公

　立刈田綜合病院庶務課人事係に

　用意した用紙を使用し、所要事

項を記入してください。

〉申込受付期間　昭和62年2月6

　日（金）から昭和62年2月14日（土〉ま

　で（郵送の場合は、2月14日消

　印有効）

〉申込受付時間　平日は、午前8

　時30分から午後5時まで、土曜

　日は正午まで。

〉受験に関する間い合わせ　白石

　市字桜小路30・公立刈田綜合病

　院庶務課人事係暦5－2145（内線206〉

※受験申込用紙の請求等を郵便で

行う場合は、宛先明記の返信用封筒

（60円切手貼付）を同封1、てください。

2月16日から所得税の確定申告の受け

付けが始まりまず、正しくお早めに！

一l　　　　I

罫溶薄
崖　　レ湯ユ，、一

黛　　　／こり／

社ジ記匿
δこ一 て二万、差

　例年、申告の最終日間際になり

ますと、税務署の窓口はたいへん

混雑します。所得税の確定申告は

窓口のすいている2月中に済ませ

るようにしましょう。

2月16日から3月16日まで

⑩
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や
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公民館だより
冨古典芸能を楽し．む会

　　（第6回公民館まっり共催）

〉日時　2月28日IL19時～14時

レ会場　臼石市中央公民館

　　　　講座室12階）
〉内容　　『謡と仕舞』

※入場は無料です。

　★文化講演妻のお知らせ

　　第6回公民館まつりの文化講演

　会の講師に落台恵子氏をお願いし

　ています。ご期待ください。

　＞日時　3月15日旧114時～15時30分

　＞会場　臼石市中央公民館大ホール

鴫〉演題　　『今、生命から』

　レ講師　落合恵子氏

　》主な著作　「夏草の女たち」・「結

　　婚以上」・「もっとロマンテf

　　　ッケ」「幸福の距離」・「愛1、い

　　　へ」・「ザ・レでプ」・「優しい

　　対話」・「スプーンー杯の幸せ」

　、・7、場は、無料です。

働く婦人の家
鯉木雪込み入彫譲監
〉内容　木目込み親王雛の製作

〉日時　2月19日（木）9時半～15時

　　　　　20日（金）13日寺～15日寺

＞材料費　3，500円位

レ募集人数　15名

〉持参するもの　はさみ・めうち

　　　彫刻刀（丸刃・小刃）

》申込締切　2月15日

　働く婦人の家に見本があります。

難桃の節句料理教室
〉日時　2月23日（月）9時半～12時

〉募集人数　30名

レ申込締切　2月20日

〉材半斗費　実費個人負担

懸手芸教釜
〉内容　和紙メガネケース製作

レ日時　2月26日〔木19時半～12時

〉材料費　700円

レ募集人数　25名

＞持参するもの　はさみ、手オ、き

〉申込締切　2月20日

　見本あります。

※各教室とも詳しい事は働く婦入

の家費（515095へお問いあわせくだ

さい。

縦愈し）

　　　r切宿予防週間

　　　』月旧　旧1

　　　　　麟　 書　 館　　一一
一

4月から
　　　　　日曜日も開館します！！

い月からは、次のように日蜘

1も開館します。ご家族そろって、

Fより一層図書館をご利用ください。

1〉全曄日開館ただし、朋1

　日から10月10日、年末年始の間

1　“趣味へ入門”
1

★2月の特集コーナーは

　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　l
　の日曜日は休館します。

〉開館時間　午前10時～午後4時
〉業務内容　図書の貸し出し、返F

　却図書の受領を行いますのでご1

　利用ください。

さまざまな分野の本を集めています
　文学、絵画、書道、陶芸、楽器、

スポーツなどなど。ご利用くださし㌔

1　子ども室では“ふしぎの世界”が

1今好評です。妖怪、鬼、魔法、怪

　　　　　　　　　　　　　　1

奇物語など、ワケワク、ドキドキ
する本がいっぱいです．ご家族で！

ご利用1ださい。　　　　　　　1

図書館　留6－3004　　　　　　1
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壷

謬

豊　，灘

せ

盈5－2111（代表）

市役所の所在地
〒989－02

白石市字桜小路35

拶児童館からのお知らぜ
　児童館は、児童の健康を増進し

情緒をゆたかにするため児童に健

全な遊びを与え、個別的活動や集

団的活動の指導を行うところです。

　児童館利用児童には登録児童

　　と自由来館児童とがあります

〔1）登録児童……市内の小学校に在

　籍する児童で、学校帰ケ）に利用

　できます。特に両親の共働きな

　どによって留守がちになる家庭

　では、放課後の健全な遊びの場

　として利用されるようおすすめ

　します。4月から利用される方

　は次のとおり申し込みください。

（2）自由来館児童……市内の小学校

　に在籍する児童であれば自由に

　児童館を利用でき、行事にも参

　加できます。特に手続きはあり

　ませんが来館のとき名前・学年・

　住所を記入してください。

（3）母親クラブ……地域に根ざした

　児童の健全育成活動をすすめる

　ボランティア組織です。

　母親クラブとしての楽しい行事

　もあります。活動してみたい方

　は児童館に申し込みください。

lDと13｝はいつでも入会できますが

期間内（3目1日～3月201ヨ♪に

申しテムみくださ㌧、。

　申請場所

　　社会福祉事務所智151－2111内線154

　　第一児童館　al517070

　　第二児童館　留15〉3875

垂昭和62年度白石市保育園

　入所児申請受付中です

　市の保育園では、昭和62年4月

からの入所児童の申請を受付けて

います。

　白石市に在住し、保育に欠ける

状態にある児童が利用できます。

詳しくは、社会福祉事務所保育係

暦（5）2111内線149にお問い含わせ

ください。

壷老人医療費の一部負担金の

　変更につ呪、、て

　昭和62年1月から老人医療費の

一部負握金が次のように変わりま

した。

入院外各月の最初の診療日にi800円

図　聾「厨 翌1函　蓼　雪　孔　弱　再　舞　聾　雪　㊧　謬

官公庁だより
3 ヨ　譜　目1囲　ヨ　コ　昌　蓬　ヨ　剴　遇　コ 自　〕

☆贈与税の申告をお忘れなぐ

　昭和61年分の贈与税の申告は、

2月1日から3月16日までに贈与

を受けた方の所在地の税務署にす

ることになっています。

　なお贈与を受けた財産の評価方

法や贈与税の計算方法などでお分

かりにならない点がありましたら

お気軽に最寄りの税務相談室や税

務署におたずねください。

☆明る・、、《らしの設計簡易保険・

　郵i更年金新加入運動展開申

　郵政省では、大蔵省・自治省・

政府関係各機関の後援、協賛のも

と本年1月から3月までの3ヶ月

間「明るい1らしの設計簡易保険・

郵便年金新加入運動」を展開1、て

います。きらに簡易f果r藁・垂βr更年

金の制度内容の拡大・改善を実施

し、一段と利用しやすくいたしま

したこ、

院入 1日につき 400円

　ただし、市町村民税非課税世帯

に属する老齢福祉年金受給者の方

で、市町村長の認定を受けた方は

従来どおり2か月を限度として、

1日につき300円です⊂

　なお詳しくは市役所保健衛生課

智5－2111内線151へ

壷甲告湘談訂正のお知らゼ

　昭和62年1月号広報しろいしP

12に掲載されました市県民税の巾

告相談の期間「1月30EF～3月15日」

を「1月30日～3月16日」に、市

県民税申告納税日程表中「3月15

日㈲」を「3月16日艸」に訂正1，）

たします。

☆車検証の書き換え、廃車等の

　手続きはお早めに

　年度末にあたる3月、特に3月

後半は窓口業務がたいへん混み合

い、お客様に長時間お侍ちいただ

くなどのご迷惑をおかけすること

になりますので、登録申請（車検

証の書き替え、廃車等）の手続き

は、お早めにお願いします。

〉受付時間

　　平日　8時45分～12時

　　　　　！3時～16時
　　土曜日　8時45分～11時…30分

＞問い合わせ先

　東北陸運局宮城陸運支局登録課

　仙台市扇町三丁目3－15

　溶1）22－235－2511

たばこは市内で買いましょう！γ

ノ5☆今月の納税は　国民健康保険税5螺分τす　納期内に納めましょう1

　覇ちひっこ探険学校・ヨiコン島

　　一小さな島で国際交流一

　　沖縄在住のアメリカ入小学生と

　いっしょに、南の小さな島ヨロン

　島で春休みをすごしませんか。

　　サンゴ礁の島、美しい自然、気

　さくな八．々にふれ、普4…隻はできな

　い大きな体〆をし、日本中の新し

　い仲間といっしょに、自分の世界

　をひろげよう。

　＞期日　62年3月27日～4月2日
　〉場所　　鹿児島県大島郡与論町と沖縄

’〉対象　小学校3年生～6年生

　　　　　男女360名

　レ締切り　3月14日㈲

　※詳しくは、師国際青少年研修協

　会（〒160東京都新宿区四谷2－11大

　村ビル3F〉a｛）3－359－8421／＼お

　問い合わせ1ださい。
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「新、ヨ、字 鳶重お年玉奪賀はかき」

　　　タ俸雷ξ弁君
　臼石郵便局では、4月に入学す

るむ子さまがたに「お年玉年賀は

がき」をお送りいたしました。

　1月16日の南保育園での抽選会

の結果は次のとおりです。年賀は

がきを受けとられた方は、お確か

め1ださい。

　当選番号　A・B組共通下2ケタ

鰯こけしに関する
　俳句・短歌・川柳募集

　第29回全日本こけしコンクール

が、来る5月3日から7日まで、

市民会館を会場に開催されますが、

同時に発行されます出品者リスト

パンフレットに、ご応募いただい

た作品を審査のうえ、入選作品を

掲載発表することになりました。

〉種別と条件　俳句・短歌・川柳

　でこけしに関するもの

〉応募方法　各種一入3首まで、

　封書または、はがきに住所・氏

　名・電話番号を明記すること。

　俳缶］・短歌・川柳の併記は不可。

〉選者　俳旬　鈴木貞二先生

　　　　短歌　川股兵三先生

　　　　川柳　鈴木誤差先生

〉申込み先　白石市字桜小路35

　白石市商工観光課内　第29回全

　日本こけしコンクール事務局

　岱5－2111（内線337）

〉応募締切り　3月15日

〉その他　入選作品の版権は、全

　日本こけしコンクールに帰属し、

　各種印刷物に使用させていただ

　きます。

鯉男女雇用均等
　推進のたダ）の標語募集
〔募集テーマ〕

●企業の雇用管理において、男女

　の均等な機会と侍遇の実現を促

　すもの。

●女子労働者の職業意識の向上と

　職業能力の開発を促すもの。

●女子労働者の職業能力の積極的

　活用を促すもの。

●その他女子労働者がその能力を

　十分発揮できるような条件整備

　を促すもの。

＞募集期間　昭和62年2月1日（日）

　～2月28日（上）（当日消印有効〉

レ応募方法　・官製はがきに標語、

　住所〔郵便番号）、氏名、性別、

　年齢、職業、電話番号を明記し

　てください。。1作品1葉とし

　ます。・1人何点でも応募でき

　ます。・官製はがきに「男女雇

　用機会均等推進のための標語応

　募」と明記してください。

レ応募先と間い合わせ先　仙台市

　本町三丁目2老3・仙台第二合同

　庁舎宮城婦人少年室暦022－221

　－5010

鷹252732374243
545558616875ア6899296

　　　当選された方は、保険課までご

　違弊許1ださ尾，、。係員力ごお』届けしま

　　す。ド連絡先7保険課岱5－2745

歯…勤之！、二　『コ　　　　　　編

磁年度白石市立幼稚園狸二次募集

　（⊃次により追加募集いたします．O

募集期問

入園資格

入園願書
受付場所

入園願書

受付時間

その他

昭和62年2月2日㈲～昭和62年2月20臼喰｝

1）年齢満5歳児購翻ll熟出生したもの

　　　　満4歳児躍雛1鵬麹出生・たもの

2）臼石市在住者である二と。

3）白石市内の私立幼稚園に在園中のものを除く。

入園希望の各幼稚園

月曜日～金曜臼　（午前9時～午後4時まで｝

土曜日（午前9時～午前11時30分まで1

ただし、　日H翠日、室兄日1よ除1

1）入園願書用紙は、市立幼稚園、教育委員会に用意して

　　あります。

2）入園希望者が定員を超過した場台は抽選をします。

　　ただし、5歳児は4歳児に優先します。

奪貝百うきの引膜えはお宰函に二う一　》引ジ、嗣間i目湧El晶』7自ユ1日日石郵便局1鱒
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商工会議所35周年記念式典

　去る1月10日、白石商工会議所
35周年記念式典が開かれ、優良従
業員などの表彰力桁われました。

　雪のため講師のジェームス三木
氏力f　l日寺間遅れるというハプニン

グもありましたが、氏のテレビド
ラマ製作裏話に爆笑。
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内 科

大沼医院（5〉2502
広瀬医院（5）王23．8
三浦クリニック　（5〉6854

刈田病院（5｝2145
亘理医院（5｝8501
柿崎医院㈲2210

参タ 科

刈田病院（5）2145
銭谷医院（5）2010
宮城医院（5）2062
刈田病院（5）2145
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加藤（大）医院　⑥2653

刈田病院㈲2145
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　新春囲碁・将棋大会開かる

　新春囲碁・将棋大会が1月18日
自川公民館で開かれ、小学5年の
鈴木建司・斎亘君の豆棋士も一般
参加。健闘むなしく惜敗しました。

本大会の優勝者は、囲棋の部佐々
木干代男さん。将棋の部佐藤嘉則
さんでした。
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　　全校生の竹馬大会
　1月20日、大鷹沢小学校全校生
による竹馬大会が開かれ、陣取り

ゲームとカゴしょいゲームが行
われました．児童たちは寒風の中
正月に練習1、た成果を発揮し、元

気にデームに打ちこんでいました．

中には素足の子も………）

羅人口の動さ　　1月

※都合により変更になる場合もあります。

定例　相 談
　　　（2月分）

相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人網談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

青少年
相　　談

相談日

18

18

18

18

5・25

18

　
　
金

18

週
啄

　
毎
月

リオン

13・26

ニホン

　20

18

18

9

　
　
金

8
　
木

1
週
西

　
毎
見

時聞

10：00～

　12100

10：00～

　15：00

！0：00～

　15：00

10：00～

　15：00
10＝00～

　12：00

9＝30～

　15100

10：00～

　15二〇〇

13100～

　14100
10：00～

　11100

！0100～

　15：00

10100～

　15二〇〇

10：00－

　15＝00

9：00～

　17：00

場　所

白石市役所
！階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

白石市役所4階

大会議室

白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
白石市役所4階
青少年相談

　　センター

内　　容

市行政に対する質問、

要望等について、川
井市長が直接相談に

応じます。

結婚、離婚、遣産相

続、借地借家、雇用

差別待遇問題等

国や県、市など役所

の行う仕事について

困っていることや希
望等

市民の日常生活上の

困りごと

健康保険、船員保険、

厚生年金など

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り
ごと

身体障害者薄弱者の

生活、職業、結婚等

子供の教育上の相談
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